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微小管上を「歩行」し細胞内輸送をおこなうタンパク質複合体である細胞質ダイニンについて、その微
小管結合部位(MTBD)を微小管に結合させた状態でクライオ電子顕微鏡観察し構造解析をおこなった。
微小管との親和性を高い状態に維持した MTBD を、顕微鏡観察用グリッドの上で微小管に結合させ、余
分な水分を除いた後、直ちに凍結することで観察サンプルとした。先行研究において当研究室の電子顕
微鏡によってクライオ観察できていたため、観察自体は容易であると考えられていた。しかしながら、
MTBD が非常に不安定なタンパク質であることから、サンプルの準備段階で凝集が非常におこりやす
く、再現良く観察可能なサンプルを作ることが困難であった。MTBD の精製法やグリッド凍結時の条件
等を検討し直してなるべくサンプルが安定化する条件を探索し、作製したグリッドを蛋白質研究所の
Titan Krios によって観察した。現在までに目標とする近原子分解能での構造解析には至っておらず、引
き続き分解能の向上を目指して研究を進めていく。 
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